






































































































































































































































































































































































































































































??? ??? ??? 機能別
目標
選択 選択 選択 選択
??? ??? ??? 機能別
戦略
　新
組織構造
制　卸
システム
〈出所＞Robert　A．　Comerford，　Strategic　Mαnαgement．1985，　P　8
（3）ジャスティス等（R．T，　Justis，　R．⊥Judo　and　D．　B．　Stephens）の戦
　略経営論35）
（35）　Justis，　R，　T，，　Judo，　R，，　J，　and　D．　B．　Stephens，　Strategic　Management　and　Policy，
　Prentice－Hall　lnc．，　1985
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　環境の中で一方において組織の役割・使命を追求しながら組織の資源を管
理して行く経営管理過程が戦略経営である（36）と定義づけ，次のような事項を
含む戦略経営過程のモデルが示される。（3η
?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブイードバック　役割・使命
＠
＠
欲求と資源
の評価
＼論⑤
　＼画・・、④
　籏討
　／祭／
／魯／
戦略策定
環境分析
＠
戦略実行
＠
　十
評価／
満足度
＠
戦略統制
フィードバック
〈出所＞Robert　T．　Justis　et　al．，　Strαtegic　A4αnαgementαnd　Po　ticy，1985，　P　g
a．使命の表示　　組織に必要な使命や目的の設定
b．評価・分析　　使命達成に関連する内部，外部の環境の予測，分析，評
　　　　　　　　価
。．戦略の形成一①戦略の形成あるいは変更の必要性の認識，②代替戦略
　　　　　　　　　の作成，統合，③各代替案の評価，④代替諸戦略からの
　　　　　　　　最適戦略の決定，の五段階を経て戦略を形成，同時に管
　　　　　　　　恩命層別の戦略に分化（企業レベルートップ，事業レベ
　　　　　　　　ルーミドル，機能レベルーロワー）
d．戦略の検討　　戦略が組織目的や環境に合致しているか否か
e．戦略の実行　　組織活動と関連
（36）　ibid．，　p．　3
（37）　ibid，，　pp，　7－12
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f．戦略の評価一①戦略実行の成否，②戦略の評価，判定，③戦略改善案
　　　　　　　　　の展開
g．戦略の統制一目的，目標，方法，政策に関して当初の通り用いられ，
　　　　　　　　　実施されたかという点の検討
　今や企業を取り巻く環境は大きく変化している，工業化社会から情報化社
会へ，そして高度技術の利用，国民経済から世界経済への拡大，短期的視野
から長期的視野の要求，集権から分権へ，集団の制度から個人へ，代表民主
主義から参加民主主義へ，階層構造からネットワーク構造へ，北半球の問題か
ら南半球の問題へ，二者択一から多選択へ，これらの傾向は組織機構，管理プ
ロセス，組織風土に大きく変化を求めるであろう。このような状況の下で企業
も戦略的な対応を迫られ，戦略経営の必要性が生じる（38）ものと考えている。
　この戦略経営論も前二者と同様に戦略の策定と実行と言う点から伝統的な
管理過程の理論に則して特に忠実に展開されている。
　（4）デビッド（R．F．　David）の戦略経営論（39）
　デビッドによれぽ戦略経営とは組織をしてその目標を達成せしめるであろ
う行動の形成，実行および評価である。（40）そしてその三段階から次頁の経営
モデルが導き出される。（41）
a．現在の使命，長期目標，諸戦略の定義
b．機会，脅威の総合的な外部環境調査の実施（政治，経済，技術，社会，
　競争の傾向）
c．企業の持つ強さ，弱さに関する総合的な内部調査の実施（管理，マーケ
　　ティング，財務，生産，研究・開発）
（38）　ibid．，　p．　162
（39）　David，　F．　R．，　Fundamentals　of　Strategic　Management，　Merill　Publishing　Co．，
　1986
（40）　ibid．，　p．　3
（41）　ibid，，　p，　13
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トー購の糀一一一一トー鱗の実tテー十戦・各の評価ヨ
外部
ﾄ査
脅　威
機　会
長期目標9几　　　　　｛貢又　　　疋
短期目標設定
P．管　理
Q．マーケティング
R．財　務
S．生　産
T．研究開発 資源配分 業績測定]　　価
現在の
@目的
@目標
@戦略
ﾌ見直し
使命の
ﾝ定
短　所 戦略確定
政策設定
P．管　理
Q．マーケティング
R．財　務
S．生　産
T．研究開発内部
ﾄ査 長　所
〈出所＞Fred　R．　David，　Fundαmentαls　of　Strategic　Mαnαgement．1986，　P　19
d．企業の役割・使命の確立
e．長期目標の確立
f．諸戦略の確定（統合，拡大化，多角化，縮小，分離，精算）
9．戦略の実行
h．戦略の評価（調和，利益，流動性，等々）
　デビヅドによれば戦略経営の基本問題は，企業の目標を明確に定め，環境と
自社の能力を充分に把握し，競争者を研究してこれに打ち勝つ事である。（42）
このことからやはり戦略経営は戦略を策定し，これを忠実に実行することに
帰着し，管理の過程を重視することになる。
　4－2　日本における経営戦略論と戦略経営論
　戦略経営とはどのような経営の在り方を指すのかと言う点からアメリカに
（42）　ibid，，　pp．　18－19　and　pp，　51－69
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おけるr戦略経営』（Strategic　Manegement）と言う表題の四文献を検討し
て来たが，これに対して日本での戦略経営に関して理論的に採り上げた文献
はまだそれ程多くはない。
　アメリカの文献から見る限り，戦略経営とは，①あくまでもトップダウン
式経営におけるトップ・マネジメントの課題であり，したがって②戦略の策
定からその実行と言う管理過程を踏襲する，言わば伝統的な管理過程論の改
良，現代判ともいえよう。
　しかしながら，戦略経営と言う限りは問題をトップ・マネジメントのレベ
ルに置き換え，戦略の策定のうえに戦略の実行を付け加えるだけで良いので
あろうか，本当の意味での戦略経営とは①トップ・マネジメントによる戦略
の策定と，現場での忠実な実行は当然のこと，それに加えて②経常的活動の
上で生じる問題に対する各管理レベルでの戦略的対応ということがあって，
つまりは組織を挙げて革新的，創造的活動が展開されること㈹でなければな
らないであろう。
　ともあれ現在，経営戦略や戦略経営に関する日本での研究にはおよそ次の
ような類型が見られる。
a．戦略の策定に関する手続や手法の研究
b．戦略の策定とさらに実行段階をも含めた管理システム（戦略経営）の研
　究
。．そのような戦略経営の概念と論理の追求
d．戦略経営の事例研究あるいは実態調査
　最近，急激な円高の影響で企業の経営は極めて困難な問題に直面してい
る，しかもこのような事態は未だ何れの企業も経験したことが無く，こうし
た環境の変化に如何に対応して行くかと言うことこそまさしく経営戦略や戦
略経営論の課題である。しかしながら現在のところこうした課題に応えてい
（43）拙著r現代企業の戦略経営』白桃書房，昭和59年　参照
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るとはかならずしも言えない，事例研究や実態調査によるデータの集積は経
営理論の構築や論理的な概念構成の基礎となり得るであろうが未だそのよう
な方向には向かっていない，かと言ってそれらのデータは基本的に過去の事
実を示すものであって，今回のような事態への戦略的対応にそれをそのまま
参考とするには余りにも不充分である。
　以上のようなことから，経営戦略論や戦略経営論はやはり未知の環境条件
の変化に対して，状況によってその具体的な対策や方法は違うにせよこれに
適切に対応し，乗り切って行くことが出来るような基本的な概念や論理を確
立しなければならないであろう。
結 言
　経営戦略の位置付けを歴史的流れに則して眺め，現在の戦略経営論の内容
をアメリカの文献によって検討して来た。それによると戦略経営とはトッ
プ・マネジメントが策定した経営戦略をトップ・ダウン式に効率良く，完全
に実行することにほかならない。その限りでは戦略経営論は伝統的な管理過
程論をトッフ．・マネジメントのレベルに高め，環境変化に対応し得る理論に
して来たと言える。しかし，今一つ他の階層のマネジメントさらには組織構
成員全員の革新的，創造的活動を引き出すことも企業経営においては重要で
あり，この点をも含めて考える必要があるのではないかと思われる。
　さらに昨今，日本における急激な円高による経済状勢の変化は大企業にさ
えも大きな衝撃を与えている。これは今まで経験した事のない事態であり，
まさに戦略的対応を迫られているのであるが現在の経営戦略の研究において
はそれに対して充分な回答を与えていない，また今後さらにどのような環境
の変化を見ることになるかも知れない，従ってそのような時に発生するであ
ろうさまざまな問題に応え得るような理論の確立が急がれなければならな
い。
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